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4 .  研究結果












































































































分類（International Classification of Functioning, 










出典：法務省入国管理局「平成 23 年末現在における外国人登録者数について（速報値）」（平成 24 年 2 月 22 日） 
http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri04_00015.html 
注１）東日本大震災直後の 3 月末に大きく減少した後，6 月末には一旦増加に転じたが，その後微減が続いており,平成
23 年 9 月末の数から同年 12 月末への変化は，1 万 392 人（0.5％）の減少となっている。 
平成 22 年 12 月末：213 万 4,151 人 
平成 23 年 3 月末：209 万 2,944 人 
平成 23 年 6 月末：209 万 3,938 人 
平成 23 年 9 月末：208 万 8,872 人 
平成 23 年 12 月末：207 万 8,480 人 
注２）東日本大震災の被災地域の内，岩手県，宮城県及び福島県の 3 県における平成 23 年末の外国人登録者数は，前年









































































































































































































第 3 段階 エスニックマイノリティは逸脱した者，基準から外れた者とされる．マイノリティは，
問題または普通ではないと見なされる．逸脱および犠牲のパラダイムが優勢となる． 
第 4 段階 第 4 段階では，彼ら自身の文化におけるエスニックマイノリティを含めるようになる．
文化が考慮に入れられ，それぞれのグループの個人が開発した枠組みや書物を意識的に
組み込む試みがなされる．存在しているパラダイムに適合するような分析が生じる． 






















4 . 5    ソーシャルワーク教育における認定基準の意
義











































































































































多様性（Nondiscrimination and human diversity）
を基準の一つとして示している．

















定の機能（Functions of Educational Policy and 
Educational Policy
1 .  目的








3 .  プログラムの目的




4 .  基盤となるカリキュラム内容
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育質保障機構専門分野別基準（Quality Assurance 
Agency Subject Benchmark Statement for Social 
Work）17）」にも反映されている．
　この基準には，①ソーシャルワークの性質と範
囲（Nature and extent of social work），②原理の
定義（Defining principles），③知識，理解，技術
（Subject knowledge, understanding and skills），












Association of Schools of Social Work : IASSW）
と国際ソーシャルワーカー連盟（International 
Federation of Social Workers : IFSW）の総会に
おいて，「ソーシャルワークの教育および養成の
ためのグローバルスタンダード（Global Standards 






4 . 6   職能団体による実践基準




ンピテンスの基準（The Standards for Cultural 






8 .  文化的および民族的多様性ならびにジェンダー包括性に関する基準
　文化的および民族の多様性に関して，学校は下記に向かって目指すべきである．
8 . 1   その課程における文化的および民族の多様性ならびにジェンダー分析を反映することによって，教
育経験の豊かさを確保するために，調和的・継続的努力をすること．
8 . 2   課程が，すべてのコース/モジュール方式へのメインストリーミングにより，そして/または分離し
たコース/モジュール方式により，文化的および民族の多様性，ならびにジェンダー分析に関して明瞭に
表現された目標をもつことを保証すること．
8 . 3   文化的および民族の多様性，ならびにジェンダー分析に関する問題が，課程の実習内容に現れてい
ることを示すこと．
8 . 4   ソーシャルワーク学生が自分自身の個人的及び文化的価値，信念，伝統，偏見に関して自己認識で
きるような機会を提供し，これらが人々と関係を作る能力や多様な対象者グループと作業する能力に，い
かに影響を与えているかを自覚する機会を与えられることを保障すること．
8 . 5   文化的および民族の多様性，ならびにジェンダー分析についての感受性を高め，知識を増大するこ
と．
8 . 6   グループの固定観念と偏見を最小にし，人種差別主義的な行動，政策，構造がソーシャルワーク実
践を通して再現されないことを保証すること．
8 . 7   ソーシャルワーク学生が，人の文化的および民族的信念と志向にかかわらず，尊重と尊厳をもって
すべての人との関係構築と処遇ができるようにすること．
8 . 8   国際人権宣言，国連児童の権利条約（1989），国連ウィーン宣言（1993）などの国際的協定書に反
映しているような基本的人権のアプローチを，ソーシャルワーク学生が学ぶことを保証する．
8 . 9   課程においては，学生がこれから発達する力と領域であることを認識し，個人としても全体的な社
会文化グループの一員としても自分自身を知る機会を与えられるよう保証すること．







と社会的多様性（Cultural Competence and Social 
Diversity）」の項目が規定されている．（図4）


























Standard 3. Cross-Cultural Knowledge（異文化間の知識）
　ソーシャルワーカーは，主要なクライエントグループの歴史，伝統，価値，家族システム，芸術的な表
現に関する特別な知識と理解を持つと共に，開発し続けるものとする．
Standard 4. Cross-Cultural Skills（異文化間の技術）
　ソーシャルワーカーは，支援過程において文化の持つ役割に関するワーカーの理解に対応するものにふ
さわしい方法論的アプローチ，技術，テクニックを活用するものとする．
Standard 5. Service Delivery（サービスの提供）
　ソーシャルワーカーは，コミュニティおよびより広い社会において有用なサービスの活用のための十分
な知識と技術を兼ね備えると共に，多様なクライエントのために適切に提供するものとする．




Standard 7. Diverse Workforce（多様な労働力）
　ソーシャルワーカーは，仕事の中で多様性を保障するソーシャルワークプログラムおよび組織において
就職，採用・雇用契約，成果保持のための支援と代弁を行うものとする．
Standard 8. Professional Education（専門教育）
　ソーシャルワーカーは，仕事の中で高等な文化的コンピテンスを促進する教育および訓練プログラムを
代弁すると共に参加するものとする．
Standard 9. Language Diversity（言語の多様性）
　ソーシャルワーカーは，通訳の活用も含めて，クライエントに対する言語の適応において，情報，送
致，サービスの条項や規定を提供し代弁するものとする．

























































1 .  クライエントに対するソーシャルワーカーの倫理的責任
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†3） 「ソーシャルワーク実践における文化的コンピテンスの基準」は，NASWが2000年に出版したSocial Work Speaks : 
NASW Policy Statements-Cultural Competence in the Social Work Profession- およびthe NASW Code of Ethicsを基盤
にしている．この2つは，ソーシャルワーカーが文化的能力を有することに対して倫理的な責任を持つよう求めている．
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Abstract
  This study examined the need to develop the values, knowledge and skills necessary for social workers dealing 
with immigrants through an interrogation of Western social work education and practice. Today, our society has 
become multicultural and diversity and international migration has increased. This study shows the necessity 
of developing new social work education based on the values and theory of diversity and cultural competence. 
Furthermore, education and practice have to be combined in order to build acceptable standards of social work 
practice and education for immigrants. Moreover, we need to keep in mind the ethnic reality of international 
migration in order to improve security and stability in their lives. In order to achieve this, we must not only 
acknowledge frameworks of social security in each nation, but also employ the 'Human Security' approach that 
transcends national frameworks and works towards the security and stability of all human beings.
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